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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 おもてなしの人づくり 所
管

文化産業観光部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

観光課

35

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

③ おもてなしの向上[15]

　

なし

132

２５年度

　

外国人旅行者のリピーターの増加や、まち全体のイメージアップにつながるよう、外国人旅行者に対する接遇やおもてなし
意識（ホスピタリティ）の向上を目指す。

回研修会実施回数

146

4

[終了予定]

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

外国人旅行者接遇研修における講演及びテキストの作成委託　
一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

心のこもったおもてなしの向上を図るため、旅行者と接する機会の多い宿泊施設や観光施設等の事業者や従事者をはじ
め、区民等も広く対象とし、旅行者を迎えるための接遇研修を実施する。

人

Ⅰ-２．まちの魅力の創出

 [施　　策]

観光産業事業者等及び区民

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

6

360

4

319

4

（２）観光サービスの充実

あり おもてなしの人づくり

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

より多くの方が参加できるよう開催時間帯を考慮している。また、開催時期については年末など繁忙期を避け
ている。効率性

4

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 1,478 2,639 2,677

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

２０２０年オリンピック・パラリンピックが東京で開催されるため、外国人旅行者の増加が見込まれている。ま
た、まち全体でのおもてなし意識（ホスピタリティ）に対する関心が高くなっている。

拡大

評
価
結
果

接遇研修のアンケートによれば、満足度はかなり高く、おもてなし意識（ホスピタリティ）について考える契機と
なっている。

3 年４回実施する接遇研修については、参加者のニーズや社会情勢を考慮し、実施内容等を工夫している。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

２０２０年オリンピック・パラリンピックに向けて、外国人旅行者に対する接遇やおもてなし意識
（ホスピタリティ）の向上の必要性が高まっている。

英会話講習については、観光産業事業者・従事者は中級レベル以上が多い一方、一般の区民は初級レベルが多い。
まち全体の対応力を底上げするため、対象者を初級レベルに設定し、実施した。

目的達成度 4

必要性

2,556

127 108

13

2,639 2,677

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

0 0

0

139 120

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

研修会参加人数

指標の名称

2,499

13

1,478

　決算額　　(単位：千円) 128

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

1,350

115

13

0

0


